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は
じ
め
に

　

坊
門
局
は
冷
泉
家
の
祖
と
な
る
御
子
左
家
の
藤
原
俊
成
〈
一
一
一
四
―

一
二
〇
四
〉
の
娘
で
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
『
兼
輔
中
納
言
集
』

『
源
順
集
』『
元
輔
集
』『
平
兼
盛
集
』『
能
宣
集
』『
源
重
之
集
』（

1
（

の
六
集

が
坊
門
局
筆
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
筆
跡
は
父
俊
成
を
思
わ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
坊
門
局
の
筆
蹟
に
関
す
る
先
行
研
究
は

見
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
坊
門
局
の
書
風
に
つ
い
て
、「
父
俊
成
の
多

大
な
影
響
の
も
と
坊
門
局
の
筆
蹟
は
成
っ
た
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
俊

成
と
坊
門
局
の
筆
蹟
に
つ
い
て
ひ
ら
が
な
一
～
五
文
字
と
漢
字
一
字
を
比

較
分
析
し
、
考
察
を
行
う
。
続
い
て
、「
定
家
監
督
書
写
本
」
に
関
し
て
、

側
近
が
本
文
を
書
写
す
る
際
、
定
家
の
筆
蹟
に
忠
実
に
書
写
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、「
坊
門
局
は
俊
成
の
側
近
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
」
と

い
う
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
比
較
す
る
資
料
と
し
て
は
、
書
写
年

代
が
俊
成
、
坊
門
局
と
も
に
同
じ
時
期
で
あ
る
了
佐
切
『
古
今
和
歌
集
』

（
以
下
『
了
佐
切
』）
と
、冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
「
三
十
六
人
集
」
の
『
兼

輔
中
納
言
集
』『
源
順
集
』『
元
輔
集
』『
平
兼
盛
集
』『
能
宣
集
』『
源
重

之
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
た
。
ま
ず
は
「
三
十
六
人
集
」
が
俊
成
監
督
書

写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ら
が
比
較
す
る
に
足
る
資
料
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
証
明
し
た
あ
と
、
本
格
的
な
比
較
作
業
に
入
る
。

一　

比
較
資
料
の
選
択
に
関
し
て

一
―
一　
「
三
十
六
人
集
」
に
関
し
て

　

坊
門
局
の
真
筆
資
料
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
も
の
に
関
戸
家

坊
門
局
の
書
風
に
み
る
父
俊
成
の
影
響
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伝
来
の
『
唯
心
房
集
』
が
あ
る
。
唯
心
房
集
の
本
文
は
現
在
公
開
さ
れ
て

い
な
い
が
、
巻
頭
・
巻
末
を
含
め
た
四
葉
の
み
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
巻

末
部
に
定
家
の
筆
で
次
の
よ
う
な
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

此
集
以
作
者
自
筆
之
本

八
条
院
坊
門
局
下
官
大
姉
所
書
写
也

　

こ
れ
に
よ
り
、『
唯
心
房
集
』
は
坊
門
局
の
真
筆
資
料
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

ま
た
、『
唯
心
房
集
』
の
本
文
に
は

　
　

 

つよ
の
な
か
を
つ
ね
な
き
も
の
と

ね
な
ら
ぬ
よ
の
こ
と
は
り
を
お
も
は
す
は
い
か
て
か
は
」
な
の
ち

る
に
た
へ
ま
し

　

と
い
う
訂
正
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
『
平
安

私
家
集　

三
』（

2
（

の
解
題
で
は
、

坊
門
局
が
「
つ
ね
な
ら
ぬ
よ
の
こ
と
は
り
」
と
書
写
し
た
初
・
二
句

の
部
分
を
、
俊
成
が
「
よ
の
な
か
を
つ
ね
な
き
も
の
と
」
と
訂
正
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、こ
う
し
た
事
実
は
、こ
の
坊
門
局
に
よ
る
『
唯

心
房
集
』
の
書
写
作
業
が
、
俊
成
の
監
督
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
は
ま
た
同
時
に
、
こ
の
『
唯
心
房
集
』
が
少
な
く
と
も
俊
成
の

歿
し
た
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
以
前
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
あ
り
、『
唯
心
房
集
』
が
坊
門
局
の
父
俊
成
の
監
督
の
下
で
書
写
さ

れ
た
「
俊
成
監
督
書
写
本
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
団

家
所
蔵
の
『
清
正
集
』『
興
風
集
』
が
、『
唯
心
房
集
』
と
同
筆
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
書
の
解
題
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、『
清
正
集
』
の
内
題
が
、

き
よ
まタ

さゝ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
平
仮
名
で
「
き
よ
ま
さ
」
と

記
し
た
の
は
、
本
文
と
同
筆
ゆ
え
に
坊
門
局
の
所
為
と
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
清
正
の
読
み
方
を
「
き
よ
タ
ゝ
」
と
片
仮
名
で
訂
正

し
た
の
は
、
俊
成
そ
の
人
と
み
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ

の
本
も
ま
た
、
前
述
し
た
『
唯
心
房
集
』
と
同
様
に
、
俊
成
監
督
下

に
書
写
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
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と
あ
り
、
こ
れ
ら
二
集
も
ま
た
、
俊
成
監
督
書
写
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
興
風
集
』
に
関
し
て
は
、
同
書
の
解
題

に
お
い
て

　

次
に
注
意
を
し
た
い
の
は
、『
興
風
集
』
の
内
題
に
、

　
　

藤
原
興
風
集
非
卅
六
人
云
々

　

と
あ
り
、
坊
門
局
が
「
藤
原
興
風
集
」
を
記
し
た
下
に
「
非
卅
六

人
云
々
」
と
定
家
が
筆
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
定

家
が
興
風
を
三
十
六
人
の
内
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
彼
の

勘
違
い
と
す
る
ほ
か
な
い
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
『
興
風
集
』

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
物
言
い
を
定
家
が
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

自
体
、
こ
の
『
清
正
集
』『
興
風
集
』
が
取
り
も
直
さ
ず
三
十
六
人

集
の
一
環
と
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
あ
り
、
こ
れ
ら
二
集
が
「
三
十
六
人
集
」
の
書
写
活
動
の
一
環
と
し
て

書
写
さ
れ
た
家
集
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
集
と
同
筆
で
、
同
じ
く
「
三
十
六
人
集
」
の
書
写
活
動
の
一

環
で
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
『
兼
輔
中
納

言
集
』『
源
順
集
』『
元
輔
集
』『
平
兼
盛
集
』『
能
宣
集
』『
源
重
之
集
』

の
六
集
で
あ
る
。
こ
の
六
集
に
つ
い
て
、

こ
の
六
集
は
い
ず
れ
も
『
清
正
集
』『
興
風
集
』
と
同
様
に
、
縦
長

四
半
形
の
冊
子
本
に
坊
門
局
が
書
写
し
て
お
り
、
各
巻
と
も
そ
れ
ぞ

れ
定
家
の
加
筆
が
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
定
家
手
沢
本
で
あ
る
。
こ
の

内
、『
元
輔
集
』
の
巻
末
に
は
、

承
安
五
年
五
月
廿
四
日
さ
い
宮
の
お
は
し
ま
す
四
条
ま
ち
の
こ

う
ち
□

み
な
み
お
も
て
の
ひ
む
か
し
の
つ
ま
と
に
て
か
き
は
て
た
る
を

…
…

　

と
い
う
奥
書
も
あ
っ
て（
図
①
）、書
写
年
次
も
明
白
に
知
ら
れ
る
。

こ
の
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
と
い
う
年
に
は
定
家
は
未
だ
十
四
歳

の
少
年
で
し
か
な
い
が
、
そ
の
定
家
よ
り
少
な
く
と
も
二
十
歳
以
上

は
年
長
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
坊
門
局
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
三
十

代
の
後
半
。
俊
成
の
命
を
受
け
て
歌
集
を
書
写
す
る
に
は
、
十
分
な

年
齢
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
承
安
五
年
時
点
で
の
二
人
―
定
家
と

坊
門
局
―
の
年
齢
関
係
か
ら
み
て
も
、
こ
の
三
十
六
人
集
は
、
俊
成

監
督
の
下
で
書
写
さ
れ
、
の
ち
に
定
家
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
推
定

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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図①

　

と
あ
り
、
こ
れ
ら
六
集
も
「
俊
成
監
督
書
写
本
」
で
あ
り
、
ま
た
、
書

写
年
代
は
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
前
後
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

一
―
二　
『
了
佐
切
』
に
関
し
て

　
「
三
十
六
人
集
」
が
坊
門
局
の
真
筆
で
あ
り
、
俊
成
監
督
書
写
本
で
あ

る
こ
と
、ま
た
そ
の
書
写
年
代
が
同
時
期
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、

こ
の
章
で
は
、『
了
佐
切
』
も
ま
た
、
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
前
後
に

俊
成
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
『
了
佐
切
』
に
関
し
て
は
、
小
松
茂
美
氏
の
『
古
筆
学
大
成　

三
』
の

解
題
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
「
了
佐
切
」
は
、
所
伝
の
ご
と
く
、
藤
原
俊
成
〈
一
一
一
四
～

一
二
〇
四
〉
の
自
筆
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
今
日
の
古
筆
学
の
研

究
分
野
に
お
い
て
は
、
す
で
に
定
説
で
あ
る
。

　

と
あ
り
、『
了
佐
切
』
が
俊
成
の
真
筆
資
料
と
し
て
足
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
了
佐
切
』の
書
写
年
代
に
関
し
て
は
、

同
書
の
解
題
に
お
い
て
、

　

今
も
、
俊
成
の
真
筆
は
一
群
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
が
、
そ

の
た
し
か
な
書
写
年
代
を
た
ぐ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
ま
ず
、

「
広
田
社
歌
合
」（
前
田
育
徳
会
蔵
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
承
安
二
年

〈
一
一
七
六
〉
十
二
月
十
七
日
の
自
筆
奥
書
を
伴
っ
て
い
る
。
時
に

俊
成
は
五
十
九
歳
。（
中
略
）
つ
い
で
、「
日
野
切
本
千
載
集
」
で
あ

る
。（
中
略
）
こ
の
『
千
載
集
』
が
奏
覧
に
供
さ
れ
た
文
治
四
年
は
、

俊
成
の
七
十
五
歳
。
と
す
る
と
、「
日
野
切
本
千
載
集
」
は
、そ
の
後
、

俊
成
が
家
伝
の
一
本
と
し
て
自
筆
で
書
写
し
た
も
の
。
同
じ
年
に
書

い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
七
十
五
歳
の
執
筆
で
あ
る
。
か

よ
う
に
、
前
者
と
こ
の
後
者
を
見
較
べ
る
と
、
す
で
に
俊
成
特
有
の

筆
癖
が
生
じ
て
、一
つ
の
型
を
形
成
し
て
い
る
。こ
れ
ら
と
、こ
の「
了

佐
切
」
を
見
較
べ
る
と
、
そ
の
偏
癖
の
誇
張
は
、
そ
れ
ほ
ど
著
し
い

も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
二
本
に
較
べ
る
と
、
こ
の
「
了

佐
切
」
は
、
そ
れ
ら
よ
り
早
い
書
写
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
つ

ま
り
、「
広
田
社
歌
合
」
よ
り
も
先
行
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
御
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家
切
」
と
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
そ
の
書
写
年
代
は
後
で
、
こ
の
「
了

佐
切
」
は
俊
成
の
五
十
代
半
ば
前
後
の
こ
ろ
の
執
筆
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

と
あ
り
、『
了
佐
切
』
が
俊
成
の
五
十
代
半
ば
の
筆
で
あ
る
と
す
る
と
、

約
一
一
七
〇
年
前
後
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

一
―
三　
「
三
十
六
人
集
」
と
俊
成

「
三
十
六
人
集
」
は
、
俊
成
が
本
文
を
訂
正
し
た
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、「
俊
成
監
督
書
写
本
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
了
佐
切
』
と

「
三
十
六
人
集
」
に
施
さ
れ
た
本
文
の
訂
正
を
見
て
、
俊
成
が
訂
正
を
付

し
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
（
図
②
）。「
了
佐
切
」
に
用
い
た
資
料
は

全
て
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
三
巻
、「
三
十
六
人
集
」
の
資
料
は

全
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
『
平
安
私
家
集　

三
』
を
用
い
た
。

了
佐
切

図②

三
十
六

人
集

　
『
了
佐
切
』
は
上
か
ら
図
版
9
の
二
行
目
、
図
版
9
の
三
行
目
、
図
版

15
の
七
行
目
。「
わ
れ
」
の
右
隣
に
片
仮
名
で
「
ハ
ナ
」、「
に
」
の
右
隣

に
「
ト
」、「
は
る
の
あ
め
に
」
の
「
の
あ
」
の
右
隣
に
「
サ
メ
ニ
」
を
振

り
、「
は
る
サ
メ
ニ
」
と
も
読
ま
せ
て
い
る
。

「
三
十
六
人
集
」
は
上
か
ら
『
能
宣
集
』
19
オ
、『
源
順
集
』
39
ウ
、『
源

重
之
集
』
20
オ
。「
た
に
せ
ぬ
」
の
隣
に
「
サ
ル
ラ
ム
」、「
と
し
は
」
の

隣
に
「
ヨ
リ
」、「
ら
ま
し
」
の
隣
に
「
リ
ケ
リ
」
と
加
筆
訂
正
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
加
筆
訂
正
を
み
る
と
、
双
方
と
も
縦
長
の
カ
タ
カ
ナ
が
振

ら
れ
て
お
り
、『
了
佐
切
』
と
「
三
十
六
人
集
」
は
、
と
も
に
俊
成
が
加

筆
修
正
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
三
十
六

人
集
」
は
俊
成
監
督
書
写
本
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
、冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫「
三
十
六
人
集
」の
六
集
と
、『
了
佐
切
』

の
書
写
年
代
に
関
し
て
述
べ
て
き
た
が
、「
三
十
六
人
集
」
が
一
一
七
五

年
前
後
、『
了
佐
切
』
が
一
一
七
〇
年
前
後
に
書
写
さ
れ
、
双
方
と
も
坊

門
局
・
俊
成
の
真
筆
資
料
と
し
て
足
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
比
較
す

る
資
料
と
し
て
適
切
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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二　

文
字
の
比
較

　

こ
こ
か
ら
は
坊
門
局
と
俊
成
の
筆
蹟
を
比
較
し
、
そ
の
類
似
性
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
以
下
、
図
の
甲
が
了
佐
切
を
表
し
、
乙
が
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
の
「
三
十
六
人
集
」
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
は
、
了
佐
切
は

全
て
、小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
三
』
第
三
巻
（
一
九
八
九
年
・
講
談
社
）、

「
三
十
六
人
集
」
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
『
平
安
私
家
集
三
』（
一
九
九
五

年
・
朝
日
新
聞
社
）
を
用
い
た
。

二
―
一　

一
文
字
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、「
る
」
と
「
わ
」
と
「
ま
」
の
、
一
文
字
の
か
な
の
比
較

作
業
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
は
「
る
」
の
比
較
を
行
う
。

甲①乙①
　

甲
①
は
上
か
ら
『
古
筆
学
大
成
』
七
ペ
ー
ジ
四
行
目
、
八
ペ
ー
ジ
四

行
目
、
十
ペ
ー
ジ
三
行
目
、
十
ペ
ー
ジ
七
行
目
、
十
一
ペ
ー
ジ
七
行
目
、

十
一
ペ
ー
ジ
九
行
目
か
ら
、
乙
①
は
『
能
宣
集
』
1
オ
六
行
目
、『
能
宣

集
』
1
オ
八
行
目
、『
能
宣
集
』
3
ウ
三
行
目
、『
能
宣
集
』
5
オ
十
四
行

目
、『
能
宣
集
』
7
オ
八
行
目
、『
能
宣
集
』
7
オ
十
一
行
目
か
ら
抜
粋
し
た
。

字
母
は
「
留
」。
い
ず
れ
も
現
代
の
「
る
」
の
く
び
れ
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、

緩
や
か
な
弧
を
描
い
て
い
る
。
甲
、
乙
と
も
に
「
る
」
の
終
筆
の
空
間
は

つ
ぶ
れ
て
い
る
が
、
筆
を
戻
し
て
い
る
た
め
、
書
き
終
わ
り
が
や
や
膨
ら

ん
で
い
る
。
全
体
的
な
筆
の
太
さ
の
違
い
は
あ
る
が
、
形
と
し
て
非
常
に

似
た
筆
蹟
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

続
い
て
「
わ
」
の
比
較
を
行
う
。

甲②乙②
甲
②
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
八
ペ
ー
ジ
二
行
目
、
九
ペ
ー
ジ
三

行
目
、
十
ペ
ー
ジ
五
行
目
、
十
二
ペ
ー
ジ
二
行
目
、
十
二
ペ
ー
ジ
三
行
目
、
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甲
③
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
三
ペ
ー
ジ
四
行
目
、
七
ペ
ー
ジ
一

行
目
、
八
ペ
ー
ジ
六
行
目
、
十
三
ペ
ー
ジ
一
行
目
、
十
五
ペ
ー
ジ
三
行
目
、

十
七
ペ
ー
ジ
八
行
目
、
乙
③
は
上
か
ら
、『
能
宣
集
』
1
オ
九
行
目
、『
能

宣
集
』
3
ウ
四
行
目
、『
能
宣
集
』
4
ウ
八
行
目
、『
能
宣
集
』
5
オ
八
行
目
、

『
能
宣
集
』
5
オ
九
行
目
、『
能
宣
集
』
6
オ
六
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋

し
た
。
字
母
は
「
末
」。
全
体
的
な
フ
ォ
ル
ム
と
し
て
は
双
方
と
も
細
字

で
縦
に
長
く
書
か
れ
て
い
る
。ど
ち
ら
も
、「
ま
」の
三
画
目
が
左
に
し
な
っ

て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
甲
③
の
四
、六
枚
目
は
下
に
文
字

が
続
い
て
お
り
、
終
筆
が
止
ま
ら
ず
下
に
続
い
て
い
る
。
乙
③
で
文
字
が

下
に
続
く
三
、六
枚
目
を
見
る
と
、
甲
③
と
同
様
に
終
筆
が
止
ま
ら
ず
之

多
に
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
ま
」
ひ
と
つ
の
フ
ォ
ル
ム
や
バ
ラ

ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、
文
字
の
接
続
の
仕
方
で
も
、
甲
・
乙
の
特
徴
が
一

致
し
て
い
る
。

二
―
二　

二
文
字
の
比
較

　

次
に
、
二
文
字
の
か
な
の
比
較
を
行
う
。
こ
こ
で
は
「
ゆ
き
」「
み
や
」

「
ら
ん
」
の
比
較
作
業
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
は
「
ゆ
き
」
の
比
較
を
行
う
。

十
三
ペ
ー
ジ
四
行
目
か
ら
、
乙
②
は
上
か
ら
、『
元
輔
集
』
6
ウ
七
行
目
、

『
元
輔
集
』
7
オ
六
行
目
、『
元
輔
集
』
11
オ
七
行
目
、『
元
輔
集
』
11
オ

十
一
行
目
、『
元
輔
集
』
12
ウ
九
行
目
、『
元
輔
集
』
13
オ
六
行
目
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
字
母
は
「
和
」。
甲
乙
と
も
に
二
画
目
は
一
画
目
の

縦
棒
よ
り
二
ミ
リ
ほ
ど
左
に
は
み
出
て
か
ら
右
に
向
か
っ
て
大
胆
に
弧
を

描
い
て
い
る
。
二
画
目
の
最
後
の
は
ら
い
の
部
分
に
つ
い
て
、甲
②
の
二
、

三
、四
、五
枚
目
は
、
弧
を
描
い
た
後
、
内
側
に
反
っ
て
か
ら
は
ら
わ
れ
て

い
る
が
、
一
、六
枚
目
は
反
ら
ず
に
最
後
ま
で
弧
を
描
く
よ
う
に
は
ら
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
②
を
見
る
と
三
、五
枚
目
は
弧
を
描
い
た
あ
と
内

側
に
反
っ
て
は
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
一
、二
、四
、六
枚
目
は
最
後
ま
で
弧

を
描
い
て
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
双
方
の
二
画
目
の
書

き
始
め
や
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
、
最
後
の
は
ら
い
方
も
そ
れ
ぞ
れ

に
二
通
り
の
違
い
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
筆
蹟
が
似
通
っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。

　

続
い
て
「
ま
」
の
比
較
を
行
う
。

甲③乙③
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甲④乙④
　

甲
④
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
十
一
ペ
ー
ジ
三
行
目
、
十
一
ペ
ー

ジ
九
行
目
、
十
二
ペ
ー
ジ
三
行
目
、
十
二
ペ
ー
ジ
四
行
目
、
三
十
ペ
ー
ジ

三
行
目
か
ら
、
乙
④
は
上
か
ら
、『
能
宣
集
』
2
オ
一
行
目
、『
能
宣
集
』

2
オ
五
行
目
、『
能
宣
集
』
3
ウ
四
行
目
、『
能
宣
集
』
4
ウ
八
行
目
、『
能

宣
集
』
7
オ
九
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
字
母
は
「
由
」「
幾
」。

甲
④
の
二
、五
枚
目
は
一
画
目
が
か
な
り
上
の
方
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

一
、三
、四
枚
目
は
、「
ゆ
」
の
真
ん
中
の
盛
り
上
が
り
よ
り
も
下
か
、
ほ

ぼ
同
位
置
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
乙
④
を
み
る
と
、
一
、三
、五
枚
目
の
一

画
目
は
か
な
り
上
の
方
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
二
、四
枚
目
は
真
ん
中

の
盛
り
上
が
り
よ
り
も
下
か
、ほ
ぼ
同
位
置
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

弧
を
描
き
始
め
る
際
、
甲
④
の
一
、三
、四
枚
目
は
一
度
筆
を
置
き
、
二
画

目
と
し
て
書
き
始
め
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
、
乙
④
の
二
、四
枚
目
に
も

同
様
に
見
ら
れ
る
。「
ゆ
」
か
ら
「
き
」
へ
の
連
綿
は
、
甲
④
一
枚
目
を

除
き
、
甲
乙
両
方
と
も
区
切
れ
て
い
て
、
連
綿
に
な
っ
て
い
な
い
。「
き
」

の
一
画
目
は
ほ
ぼ
点
。
甲
④
の
一
、二
、三
枚
目
は
、
わ
ず
か
だ
が
二
画
目

に
続
い
て
い
る
跡
が
う
か
が
え
る
。
乙
④
の
一
、三
枚
目
も
、
一
画
目
か

ら
二
画
目
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ま
た
、
双
方
と
も
、
三
角

目
か
ら
四
画
目
は
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
離
れ
た
位
置
で
四
画
目
が
打
た

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
「
み
や
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑤乙⑤
　

甲
⑤
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
八
ペ
ー
ジ
二
行
目
、
十
一
ペ
ー
ジ

六
行
目
、
十
七
ペ
ー
ジ
六
行
目
、
十
八
ペ
ー
ジ
三
行
目
、
二
十
一
ペ
ー
ジ

四
行
目
か
ら
、
乙
⑤
は
上
か
ら
、『
能
宣
集
』
11
オ
九
行
目
、『
能
宣
集
』

22
ウ
四
行
目
、『
能
宣
集
』
28
ウ
十
行
目
、『
能
宣
集
』
34
オ
八
行
目
、『
能

宣
集
』
34
オ
十
三
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
字
母
は
「
美
」「
也
」。

双
方
と
も
「
み
」
の
一
画
目
の
は
じ
め
が
短
い
。
そ
こ
か
ら
大
胆
に
斜
め

左
下
に
下
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、「
み
」
の
一
画
目
の
円
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
甲
乙
を
見
較
べ
る
と
甲
⑤
の
方
が
鋭
角
的
に
円
を
描
い
て
い

る
が
、
ど
ち
ら
も
入
り
が
太
字
で
、
折
り
返
す
と
線
が
細
く
な
っ
て
い
る
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の
が
わ
か
る
。「
み
」
の
一
画
目
か
ら
二
画
目
の
接
続
は
、
甲
乙
と
も
に

一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
み
」
か
ら
「
や
」
の
接
続
に
つ
い
て
は
、

甲
⑤
の
二
、三
枚
目
で
は
連
綿
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
一
、四
、五
枚
目
で

は
、連
綿
と
な
っ
て
い
る
か
、連
綿
と
な
っ
て
い
な
く
と
も
、「
み
」
と
「
や
」

の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
「
み
」
の
二
画
目
が
「
や
」
の
一
画
目

に
近
い
位
置
で
終
筆
し
て
い
る
。
乙
⑤
を
見
る
と
、五
枚
す
べ
て
で
「
み
」

と
「
や
」
が
接
続
さ
れ
て
お
り
、
甲
⑤
乙
⑤
と
も
に
同
様
の
特
徴
を
持
つ

こ
と
が
分
か
る

　

次
に
、「
ら
ん
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑥乙⑥
　

甲
⑥
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
五
ペ
ー
ジ
二
行
目
、
十
九
ペ
ー
ジ

四
行
目
、
十
三
ペ
ー
ジ
五
行
目
、
十
七
ペ
ー
ジ
一
行
目
、
二
十
二
ペ
ー
ジ

四
行
目
か
ら
、
乙
⑥
は
上
か
ら
『
能
宣
集
』
4
オ
二
行
目
、『
能
宣
集
』

5
ウ
三
行
目
、『
能
宣
集
』
7
オ
十
五
行
目
、『
能
宣
集
』
8
ウ
十
行
目
、『
能

宣
集
』
10
オ
九
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
字
母
は
「
良
」
と
「
无
」。

ま
ず
一
文
字
ず
つ
見
る
と
、「
ら
」
に
関
し
て
は
、
甲
⑥
は
一
画
目
の
点

が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
乙
⑥
は
非
常
に
簡
素
に
書
か
れ
て
お
り
、

二
画
目
と
同
化
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
れ
は
筆
跡
の
違
い
と

い
う
よ
り
も
、
坊
門
局
が
俊
成
の
筆
跡
を
そ
の
ま
ま
自
分
の
も
の
に
し
て

い
る
た
め
、
自
身
で
「
簡
素
化
」
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
あ
る

意
味
「
父
俊
成
の
多
大
な
影
響
の
も
と
坊
門
局
の
筆
蹟
は
成
っ
た
」
と
い

う
仮
説
の
裏
付
け
に
も
な
り
得
る
。
ま
た
、「
ら
」
か
ら
「
ん
」
に
か
け

て
の
接
続
を
み
る
と
、「
ら
」
の
最
後
の
は
ら
い
か
ら
そ
の
ま
ま
大
胆
に

左
下
に
伸
び
、「
ん
」
の
一
画
目
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
少
し
だ
け

上
に
筆
を
戻
し
た
あ
と
、
右
に
向
か
っ
て
大
き
く
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
は
ら
い
方
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
が
、
甲
乙
双
方
に
同
じ
特
徴
が
見

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
二
文
字
の
か
な
を
比
較
す
る
と
、
一
つ
一
つ
の
文
字
だ
け

で
な
く
、
そ
の
接
続
な
ど
も
ま
た
俊
成
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、「
ら
ん
」
等
を
見
る
と
、
坊
門
局
が
「
ら
」
を
簡
素
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
真
似
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
父
俊
成
の
多

大
な
影
響
の
も
と
坊
門
局
の
筆
蹟
は
成
っ
た
」
と
い
う
仮
説
を
裏
付
け
る

可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
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二
―
三　

三
文
字
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、「
も
み
ち
」「
お
も
ひ
」「
さ
く
ら
」
の
、
三
文
字
の
か
な

の
比
較
作
業
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、「
も
み
ち
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑦乙⑦
　

甲
⑦
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
二
十
ペ
ー
ジ
一
行
目
、
二
十
四
ペ
ー

ジ
三
行
目
、
二
十
七
ペ
ー
ジ
十
行
目
、
二
十
九
ペ
ー
ジ
一
行
目
、
二
十
九

ペ
ー
ジ
八
行
目
か
ら
、
乙
⑦
は
上
か
ら
、『
能
宣
集
』
1
ウ
九
行
目
、『
能

宣
集
』
4
ウ
一
行
目
、『
能
宣
集
』
4
ウ
三
行
目
、『
能
宣
集
』
8
ウ
七
行

目
、『
能
宣
集
』
22
ウ
十
四
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
字
母
は
「
毛
」

「
美
」「
知
」
で
あ
る
。
ま
ず
一
文
字
ず
つ
見
る
と
、
甲
乙
と
も
に
「
も
」

の
一
画
目
の
は
ら
い
は
小
さ
く
跳
ね
上
が
り
、
釣
り
針
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
二
、三
画
目
は
一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
乙
⑦
の
四
枚
目
以
外
は

「
み
」
と
は
繋
が
ら
ず
、
単
独
で
存
在
し
て
い
る
。「
ち
」
は
双
方
と
も
二

画
目
の
、
弧
を
描
く
部
分
が
下
の
方
に
あ
り
、
縦
棒
の
部
分
が
長
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
み
」
と
「
ち
」
の
連
綿
に
お
い
て
は
「
み
」
の
二
画

目
か
ら
「
ち
」
の
一
画
目
ま
で
一
気
に
接
続
さ
れ
て
い
る
点
で
甲
乙
と
も

に
特
徴
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
の
位
置
関
係
を
見
る
と
、「
ち
」

の
位
置
は
「
み
」
の
右
半
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
書
か
れ
て
い
る
点
が
共
通

し
て
い
る
。

　

次
に
、「
お
も
ひ
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑧乙⑧
　

甲
⑧
は
上
か
ら
『
古
筆
学
大
成
』
三
ペ
ー
ジ
一
行
目
、
八
ペ
ー
ジ
十
一

行
目
、
十
六
ペ
ー
ジ
六
行
目
、
二
十
三
ペ
ー
ジ
九
行
目
、
二
十
九
ペ
ー

ジ
五
行
目
か
ら
、
乙
⑧
は
『
能
宣
集
』
7
ウ
三
行
目
、『
能
宣
集
』
15
ウ

十
五
行
目
、『
能
宣
集
』
17
ウ
四
行
目
、『
能
宣
集
』
17
ウ
十
三
行
目
、『
能

宣
集
』
18
オ
十
三
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
字
母
は
「
於
」「
母
」

「
日
」
ま
ず
一
文
字
ご
と
に
見
る
と
、「
お
」
で
は
一
画
目
の
横
棒
が
下
に

し
な
っ
て
い
る
様
子
が
双
方
に
見
ら
れ
る
。
二
画
目
の
、
円
を
描
く
部
分

は
、
甲
⑧
で
は
短
く
右
に
反
っ
て
お
り
、
五
枚
す
べ
て
で
空
間
が
つ
ぶ
れ

て
い
る
が
、
乙
⑧
は
矢
じ
り
の
よ
う
に
三
角
形
に
書
か
れ
て
お
り
、
空
間
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が
つ
ぶ
れ
ず
見
え
て
い
る
。
そ
の
後
の
は
ら
い
方
は
、
甲
乙
と
も
に
扁
平

で
あ
り
、
三
画
目
に
向
け
て
上
方
向
に
は
ら
わ
れ
て
い
る
。「
お
」
か
ら

「
も
」
へ
の
連
綿
に
つ
い
て
は
、
甲
⑧
の
一
、二
、三
、五
枚
目
、
乙
⑧
の
一

～
四
枚
目
の
よ
う
に
、
連
綿
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
と
、
甲
⑧
の
四
枚
目
、

乙
⑧
の
五
枚
目
の
よ
う
に
、「
お
」
の
三
画
目
か
ら
も
の
一
画
目
ま
で
一

筆
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
二
通
り
が
あ
る
。「
も
」
か
ら
「
ひ
」
へ
の

接
続
で
は
、甲
⑧
の
三
、四
、五
枚
目
、乙
⑧
の
五
枚
す
べ
て
の
よ
う
に「
も
」

の
二
、三
画
目
と「
ひ
」が
一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。甲
⑧
の
一
、二
枚
目
も
、

線
は
切
れ
て
い
る
が
、「
も
」
か
ら
「
ひ
」
へ
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
て
も
、「
お
」「
も
」
に
較
べ
て
「
ひ
」
が
小
さ
く

書
か
れ
て
お
り
、
特
徴
が
共
通
し
て
い
る
。

　

次
に
、「
さ
く
ら
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑨乙⑨
　

甲
⑨
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
十
六
ペ
ー
ジ
七
行
目
、
十
七
ペ
ー

ジ
一
行
目
、
十
七
ペ
ー
ジ
四
行
目
、
十
七
ペ
ー
ジ
八
行
目
、
三
十
八
ペ
ー

ジ
十
四
行
目
か
ら
、乙
⑨
は
上
か
ら
『
能
宣
集
』
9
ウ
九
行
目
、『
能
宣
集
』

9
ウ
十
行
目
、『
能
宣
集
』
11
オ
十
行
目
、『
能
宣
集
』
12
ウ
三
行
目
、『
能

宣
集
』12
ウ
六
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
字
母
は「
左
」「
久
」「
良
」。

「
さ
」
で
は
、
甲
⑨
の
五
枚
す
べ
て
、
乙
⑨
の
一
、二
、五
枚
目
で
一
画
目

と
二
画
目
が
一
筆
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
甲
⑨
の
四
枚
目
以
外
で

は
一
画
目
と
二
画
目
の
接
続
の
部
分
に
空
間
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
乙
⑨

の
三
、五
枚
目
の
一
画
目
と
二
画
目
を
み
る
と
、
一
筆
で
は
書
か
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
二
画
目
の
は
じ
ま
り
が
一
画
目
に
向
か
っ
て
し
な
っ
て
お

り
、
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
⑨
乙
⑨
と
も
に
三
画
目
へ

の
接
続
は
な
い
。「
く
」
で
は
、
甲
⑨
乙
⑨
と
も
に
、
入
り
か
ら
大
胆
に

左
側
に
し
な
り
、
そ
の
ま
ま
勢
い
よ
く
右
に
折
れ
曲
が
っ
て
、
最
後
の
筆

を
、「
ら
」
の
接
続
の
た
め
に
左
へ
は
ら
っ
て
い
る
。
連
綿
に
関
し
て
は
、

「
さ
」
と
「
く
」
は
乙
⑨
の
二
枚
目
以
外
は
連
綿
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

甲
⑨
の
四
、五
枚
目
、
を
見
る
と
、「
さ
」
か
ら
「
く
」
へ
の
つ
な
が
り
が

感
じ
ら
れ
、
共
通
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

二
―
四　

四
文
字
の
比
較

　

続
い
て
、「
し
ら
つ
ゆ
」「
か
な
し
き
」
の
四
文
字
の
か
な
の
比
較
作
業

を
行
っ
た
。

　

ま
ず
は
「
し
ら
つ
ゆ
」
の
比
較
を
行
う
。
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甲⑩乙⑩
　

甲
⑩
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
二
十
七
ペ
ー
ジ
四
行
目
、
四
十
ペ
ー

ジ
十
五
行
目
、
四
十
一
ペ
ー
ジ
九
行
目
、
四
十
二
行
目
三
行
目
か
ら
、
乙

⑩
は
『
元
輔
集
』
17
オ
十
三
行
目
、『
源
順
集
』
26
オ
十
一
行
目
、『
能
宣

集
』
15
ウ
八
行
目
、『
能
宣
集
』
15
ウ
十
六
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。

字
母
は
「
之
」「
良
」「
川
」「
由
」。「
し
」「
ら
」「
ゆ
」
に
つ
い
て
は
先

述
し
た
た
め
省
略
す
る
。「
つ
」
を
見
る
と
、
両
者
と
も
あ
ま
り
幅
を
と

ら
ず
、
扁
平
な
筆
遣
い
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
全
体
の

接
続
を
見
る
と
、「
し
」
は
甲
乙
と
も
に
接
続
が
な
い
。「
ら
」
か
ら
「
つ
」

に
か
け
て
は
、
乙
⑩
に
お
い
て
は
全
て
が
「
つ
」
ま
で
一
筆
で
書
か
れ
て

い
る
が
、
甲
⑩
で
は
、
四
枚
目
に
「
ら
」
と
「
つ
」
の
つ
な
が
り
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、「
つ
」
と
「
ゆ
」
の
接
続
に

関
し
て
は
、
甲
乙
の
す
べ
て
で
連
綿
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
る
と
、「
し
」
が
全
体
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
大
き
さ
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
次
に
「
ら
」、
そ
し
て
「
し
」
一
字
と
同
じ
か
少
し
小
さ

い
程
度
の
長
さ
で
「
つ
ゆ
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
坊

門
局
と
俊
成
で
非
常
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

続
い
て
、「
か
な
し
き
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑪乙⑪
　

甲
⑪
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
二
十
三
ペ
ー
ジ
九
行
目
、
二
十
四

ペ
ー
ジ
二
行
目
、
二
十
四
ペ
ー
ジ
三
行
目
、
四
十
三
ペ
ー
ジ
四
行
目
か
ら
、

乙
⑪
は
上
か
ら
、『
源
重
之
集
』
2
ウ
八
行
目
、『
元
輔
集
』
24
ウ
十
行
目
、

『
平
兼
盛
集
』
5
オ
四
行
目
、『
平
兼
盛
集
』
5
オ
十
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

抜
粋
し
た
。
字
母
は「
可
」「
奈
」「
之
」「
幾
」。
ま
ず
一
文
字
ず
つ
見
る
と
、

「
か
」
は
甲
⑪
で
は
、
全
て
に
一
画
目
の
点
が
ふ
ら
れ
て
い
る
が
、
乙
⑪

に
は
一
、三
枚
目
に
の
み
ふ
ら
れ
て
お
り
、
二
、四
枚
目
の
よ
う
に
一
画
目

の
点
を
簡
素
化
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
甲
⑪
よ
り
乙
⑪
の
方
が
お
お
ぶ

り
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。「
な
」で
は
、字
母
は
同
じ
で
あ
る
が
、

甲
⑪
の
「
な
」
が
字
母
に
近
い
形
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
乙
⑪
の

「
な
」で
は
、一
枚
目
以
外
で
は
よ
り
簡
素
化
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。「
し
」

で
は
、
甲
乙
と
も
に
、
前
述
し
た
「
し
ら
つ
ゆ
」
の
「
し
」
と
同
様
に
、
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緩
や
か
に
く
の
字
を
描
い
て
長
く
伸
び
て
お
り
、
共
通
し
た
特
徴
を
持
っ

て
い
る
。「
き
」
は
先
述
し
た
た
め
省
略
す
る
。
文
字
と
文
字
の
連
綿
を

見
る
と
、「
か
」か
ら「
な
」は
甲
乙
の
す
べ
て
で
連
綿
と
な
っ
て
い
る
。「
な
」

か
ら
「
し
」
で
は
、
甲
⑪
で
は
、
三
枚
目
の
み
一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
乙
⑪
で
は
、
す
べ
て
で
「
な
」
か
ら
「
し
」
が
一
筆
で
書
か

れ
て
い
る
。「
し
」
か
ら
「
き
」
は
甲
乙
と
も
に
連
綿
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
四
文
字
の
仮
名
の
連
綿
・
バ
ラ
ン
ス
が
類
似
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
三
文
字
の
比
較
よ
り
さ
ら
に
坊
門
局
と
俊
成
の
筆
跡
、

書
風
の
類
似
性
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。

二
―
五　

五
文
字
の
比
較

　

続
い
て
、「
む
め
の
は
な
」
の
五
文
字
の
か
な
の
比
較
作
業
を
行
う
。

甲⑫乙⑫
　

甲
⑫
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
三
ペ
ー
ジ
二
行
目
、
十
四
ペ
ー
ジ

二
行
目
、
十
四
ペ
ー
ジ
五
行
目
、
十
四
ペ
ー
ジ
七
行
目
、
甲
⑪
は
上
か
ら
、

『
能
宣
集
』
1
オ
七
行
目
、『
能
宣
集
』
7
ウ
九
行
目
、『
能
宣
集
』
9
ウ

四
行
目
、『
能
宣
集
』12
オ
九
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。字
母
は「
武
」

「
女
」「
乃
」「
者
」「
那
」。
ま
ず
、
一
文
字
ず
つ
見
る
と
、「
む
」
は
一
画

目
と
二
画
目
が
ほ
ぼ
一
筆
で
書
か
れ
、
二
画
目
は
甲
乙
と
も
最
後
は
小
さ

く
上
に
は
ら
っ
て
い
る
。
最
後
の
点
は
一
画
目
の
始
筆
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ

か
ら
入
り
、
そ
の
ま
ま
小
さ
く
左
に
は
ら
っ
て
い
る
。「
め
」
の
一
画
目

は
甲
⑫
の
一
、二
、三
枚
目
、
乙
⑫
の
一
、二
枚
目
は
止
ま
っ
て
お
り
、
二

画
目
と
交
わ
っ
て
「
×
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
甲
⑫
の
四
枚
目
、
乙
⑫

の
三
、四
枚
目
は
二
画
目
に
繋
が
っ
て
い
る
。
弧
は
非
常
に
小
さ
く
描
か

れ
て
お
り
、
最
後
も
大
き
く
は
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
の
」
は
大
き

く
書
か
れ
て
い
る
。
入
り
か
ら
大
き
く
左
下
に
伸
び
、
そ
の
ま
ま
真
上
に

筆
を
走
ら
せ
、
角
張
っ
た
形
で
右
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
。
最
後
の
膨
ら

み
も
大
き
い
。「
は
」は
一
画
目
と
二
画
目
が
ほ
ぼ
一
筆
で
書
か
れ
て
お
り
、

最
後
は
甲
乙
と
も
似
た
角
度
で
曲
が
り
、
そ
の
ま
ま
「
な
」
に
繋
が
っ
て

い
る
。「
な
」
は
「
は
」
か
ら
繋
が
っ
て
い
て
ほ
ぼ
一
筆
で
書
き
切
ら
れ

て
い
る
。
大
き
さ
は
「
む
」「
の
」
と
同
程
度
で
あ
る
。
甲
⑫
の
三
枚
目

の
「
の
」
の
み
、「
乃
」
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
甲
乙
と
も
に
一
文
字
ご

と
の
筆
蹟
が
共
通
し
た
特
徴
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
全
体

的
な
大
き
さ
や
位
置
関
係
を
見
る
。「
む
」「
の
」「
な
」
が
大
き
く
、「
め
」

「
は
」
が
小
さ
い
。「
大
小
大
小
大
」
の
順
に
並
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
中

で
も
「
の
」
が
最
も
大
き
く
、
全
て
の
「
の
」
が
最
も
左
側
に
は
み
出
し
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て
い
る
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
特
徴
が
甲
乙
と
も
に
す
べ
て
共
通
し
て
い
る
。

　

五
文
字
の
単
語
の
バ
ラ
ン
ス
が
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
坊
門

局
が
俊
成
の
書
風
を
自
分
の
も
の
と
し
て
受
け
継
い
で
い
る
と
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

二
―
六　

漢
字
一
字
の
比
較

　

最
後
に
、「
月
」、「
人
」
の
、
漢
字
一
字
の
比
較
作
業
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
は
「
月
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑬乙⑬甲
⑬
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
四
ペ
ー
ジ
二
行
目
、
九
ペ
ー
ジ
六
行

目
、
十
一
ペ
ー
ジ
七
行
目
、
十
五
ペ
ー
ジ
四
行
目
、
十
五
ペ
ー
ジ
六
行
目
、

二
十
二
ペ
ー
ジ
八
行
目
、二
十
三
ペ
ー
ジ
六
行
目
か
ら
、乙
⑬
は
上
か
ら
、『
元

輔
集
』
2
ウ
一
行
目
、『
元
輔
集
』
2
ウ
十
一
行
目
、『
元
輔
集
』
6
ウ
四
行

目
、『
元
輔
集
』
8
ウ
十
行
目
、『
元
輔
集
』
オ
十
一
行
目
、『
元
輔
集
』
10

ウ
三
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
。
甲
乙
と
も
に
、
一
、二
画
目
の
バ
ラ
ン
ス

や
二
画
目
の
は
ね
、
三
四
画
目
の
く
ず
し
方
な
ど
、
共
通
し
た
特
徴
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
「
人
」
の
比
較
を
行
う
。

甲⑭乙⑭
　

甲
⑭
は
上
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
三
ペ
ー
ジ
一
行
目
、
八
ペ
ー
ジ
三

行
目
、
八
ペ
ー
ジ
十
一
行
目
、
九
ペ
ー
ジ
二
行
目
、
十
ペ
ー
ジ
五
行
目
、

十
一
ペ
ー
ジ
四
行
目
、
十
三
ペ
ー
ジ
五
行
目
か
ら
、
乙
⑭
は
上
か
ら
、『
元

輔
集
』
8
ウ
七
行
目
、『
元
輔
集
』
18
ウ
一
行
目
、『
元
輔
集
』
20
ウ
一
行
目
、

『
元
輔
集
』
30
ウ
三
行
目
、『
元
輔
集
』
38
オ
一
行
目
、『
元
輔
集
』
42
ウ

一
行
目
、『
元
輔
集
』
43
ウ
七
行
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。
こ
の
漢

字
は
、『
了
佐
切
』
で
も
『
元
輔
集
』
で
も
、
他
の
文
字
と
較
べ
、
大
き

く
書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、縦
横
の
比
率
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
一
画
目
、

二
画
目
と
も
大
胆
な
筆
遣
い
で
書
か
れ
て
お
り
、
二
画
目
は
最
後
に
左
に

向
か
っ
て
止
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
甲
⑭
で
は
三
、六
、七
枚
目

が
、
乙
⑭
で
は
六
、七
枚
目
が
二
画
目
は
左
に
は
ね
て
い
な
い
。
二
つ
の

特
徴
が
甲
乙
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
ひ
ら
が
な
だ
け
で
な
く
、
漢
字
に
お
い
て
も
、
坊
門
局

は
俊
成
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。

三　

監
督
書
写
本
と
書
風
に
関
し
て

　

こ
こ
ま
で
、「
父
俊
成
の
多
大
な
影
響
の
も
と
坊
門
局
の
筆
蹟
は
成
っ

た
」
と
い
う
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
定
家
監
督
書
写
本
を
例
に

あ
げ
、
監
督
者
と
側
近
の
書
写
者
の
書
風
に
関
し
て
確
認
す
る
。
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
『
平
安
私
家
集　

四
』（
一
九
九
六
・
朝
日
新
聞
社
）
の
解

題（
3
（

で
は
、『
兼
澄
集
』
に
関
し
て
、

外
題
は
表
紙
中
央
に
打
ち
付
け
書
き
で
「
兼
澄
集
」
と
定
家
風
に

記
す
が
、
力
強
さ
に
や
や
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
定
家
の
真
筆
と

す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
定
家
の
側
近
の
手
に
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
扉
裏
中
央
部
に
「
か
ね
ず
み
が
集
」

と
仮
名
書
き
に
さ
れ
た
内
題
の
方
は
、
確
か
に
定
家
の
筆
と
認
め
ら

れ
る
。
本
文
は
一
オ
の
み
が
定
家
の
手
に
な
る
も
の
で
、
以
下
は
す

べ
て
側
近
の
筆
。

と
あ
る
。ま
た
、『
仲
文
集
』の
本
文
に
関
し
て
は
、同
書
の
解
題
に
お
い
て
、

　

全
体
の
筆
跡
は
定
家
の
そ
れ
を
思
わ
せ
る
部
分
も
多
い
が
、
真
跡

で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
し
、一
〇
オ
3
行
目
の「
お
や
ハ
」（「
あ
と
を
」

を
擦
り
消
し
て
書
く
）、一
六
オ
1
行
目
の
「
大
入
道
殿
」
の
「
殿
」、

二
〇
オ
2
行
目
の
「
君
か
へ
し
」
な
ど
の
加
筆
訂
正
や
、
二
〇
ウ
2

行
目
の
「
なう

る
まと

」
の
見
せ
消
ち
訂
正
な
ど
は
、
定
家
の
所
為
と
見
ら

れ
る
。
ま
た
四
オ
最
終
行
の
詞
書「
た
え
て
の
こ
ろ
承
香
殿
の
但
馬
」

も
定
家
自
身
の
補
筆
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
該
本
が
定
家
が

監
督
し
て
周
辺
の
人
に
書
写
さ
せ
、
み
ず
か
ら
校
訂
の
筆
を
入
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
定
家
監
督
書
写
本
に
お
い
て
、
定
家
側
近
の
書
写
者
は
、
本
文

を
定
家
の
書
風
に
近
づ
け
て
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
先
行
研
究
に
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
坊
門
局
の
書
風

も
ま
た
、
俊
成
の
書
風
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
俊
成
監
督
書
写
本

で
あ
る
「
三
十
六
人
集
」
を
俊
成
の
書
風
の
ま
ま
書
写
し
た
坊
門
局
は
、

俊
成
の
側
近
と
も
い
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
で
き

る
。
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お
わ
り
に

　

か
な
一
字
、
二
字
や
漢
字
一
字
で
は
、
文
字
そ
の
も
の
の
筆
蹟
に
つ
い

て
坊
門
局
が
俊
成
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
ま
た
、

ひ
ら
が
な
三
文
字
以
上
の
比
較
で
は
、
文
字
と
文
字
の
接
続
や
間
隔
、
バ

ラ
ン
ス
等
、
筆
蹟
そ
の
も
の
以
外
の
書
風
が
俊
成
の
も
の
と
類
似
し
て
い

る
こ
と
が
考
察
で
き
た
。
ま
た
、
坊
門
局
は
自
ら
文
字
を
簡
素
化
し
て
い

る
な
ど
、
俊
成
の
筆
蹟
と
完
全
に
同
一
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
坊
門
局
は
「
三
十
六
人
集
」
に
お
い
て
俊
成
の
筆
蹟
を
真
似
よ
う
と

し
た
の
で
は
な
く
、「
三
十
六
人
集
」
を
書
写
し
た
時
点
で
す
で
に
俊
成

の
書
風
が
そ
の
ま
ま
坊
門
局
自
身
の
書
風
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
察
で
き
、「
父
俊
成
の
多
大
な
影
響
の
も
と
坊
門
局
の
筆
蹟
は
成
っ

た
」
と
い
う
仮
説
を
裏
付
け
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
。
ま
た
、
定
家
監

督
書
写
本
の
側
近
の
筆
が
定
家
の
書
風
に
近
い
形
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
俊
成
監
督
書
写
本
に
お
い
て
俊
成
と
同
じ
書
風
で
書
写
し
て
い
た

坊
門
局
も
ま
た
、
俊
成
の
側
近
と
も
い
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
察
し
た
。
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注（
1
）　

こ
れ
ら
六
集
の
書
誌
情
報
は
『
平
安
私
家
集　

三
』（
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
九
五
）
に
詳
し
い
。

（
2
）　 

解
題
は
片
桐
洋
一
氏
、
田
中
登
氏
に
よ
る
。

（
3
）　 

解
題
は
片
桐
洋
一
氏
・
田
中
登
氏
に
よ
る
。
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